
台風の強さ 中心付近の最大風速 風速と被害（「新版 気象ハン
ドブック（朝倉書店）より」）

強い 33m/s以上44m/s未満 〔40m/s〕屋根が飛ぶ。小石
が飛び散る。

非常に強い 44m/s以上54m/s未満 〔50m/s〕倒れる木造家屋が
多くなる。

猛烈な 54m/s以上 〔60m/s〕鉄塔の曲がるもの
がでる。

台風の強さと最大風速、被害の対応（気象庁資料より）
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台風に対する備え
防災課

日本列島には毎年、主に７月から10月を中心に台風
が襲来し、土砂災害や河川のはん濫など、大きな被害が
発生しています。
平成24年６月、台風４号が日本列島に接近し、強い勢
力を維持したまま和歌山県南部に上陸しました。その後、
愛知県東部へ再上陸し、関東地方、東北地方へと進み、
死者１名、負傷者79名という大きな被害を記録しました。
また、同年８月に発生した台風15号では、中心気圧
910ヘクトパスカルを観測しました。この台風15号では、
各地で停電、信号機の倒壊が発生し、長崎県では、26m
にも渡り護岸が崩壊する等の被害が報告されました。

台風による災害
〔大雨による災害〕
台風は激しい雨をもたらしま
す。台風やその周辺部では、激し
い雨が長時間にわたって降り続く
ことがあります。また、台風が日
本から遠く離れた南の海上にあっても、日本付近にある
前線に暖かく湿った空気が送り込まれて大雨となること
があり、河川のはん濫や、がけ崩れ、土石流などが発生
して私たちの生活や生命を脅かすようになります。
〔暴風による災害〕
台風の周りでは強い風が吹いて
います。平均風速15〜20m/sの
風であっても、歩行者が転倒した
り、車の運転に支障が出たりする
ことがあります。さらに強くなる
と、物が飛んできたり、建物が損
壊したりするなどの被害が生じるようになり、風速
40m/sを超えると電柱が倒れることもあります。
また、台風の周辺では大気の状態が不安定になり、竜
巻などの現象が生じることがあります。
〔高潮・高波による災害〕
台風が接近して気圧が低くなる
と海面が持ち上げられます。そこ
にさらに強い風が吹き込んで、大
きな高潮災害が発生することがあ
ります。昭和34年に日本に上陸
した伊勢湾台風では、名古屋港で
通常よりも約3.5mも潮位が上昇
するなど、高潮による大きな災害が発生しました。また、
台風の強い風によって高波が発生したり、台風が日本か
ら遠く離れていても「うねり」となって日本周辺に高波
が押し寄せたりすることがあります。

台風に対する備え
〔日頃からの備え〕
家庭においては台風に備えて、次のような準備を十分
にしておきましょう。

・あらかじめ窓や雨戸の補
強をする
・避難する時に必要な非常
持出品をまとめておく
・家の中で数日間過ごすこ
とができるよう水や食料
などの非常備蓄品を準備
しておく
・避難所の位置や避難所ま
での道筋を確認しておく
・ハザードマップなどで、家の近
くの危険箇所を確認しておく
また、災害時の避難において支
援を要する方 （々災害時要援護者）
が迅速・安全に避難できるように、
いざという時に誰が支援し、どの
段階でどうやって避難するかな
ど、具体的な避難支援計画を定め
ておくことが重要です。
〔台風が近づく危険性が高まったら〕
台風が近づく危険性が高まった
ら、常に台風に関する情報や避難
に関する情報に注意してくださ
い。災害発生の危険性が高まり、
市町村から避難勧告や避難指示な
どが出された場合には、危険な状
態になる前に、すぐに安全な場所
に避難しましょう。
強い雨や風などによって市町村
からの避難勧告等の呼び掛けが聞き取れないことがある
かもしれません。気象情報等をテレビやラジオなどで
チェックし、危険と思われる場合は速やかに避難するこ
とが重要です。
また、浸水や暴風雨により避難所までの歩行等が危険
な状態になった場合には、自宅や隣接する建物の上部階
へ緊急的に避難する、崖から離れた側の部屋に移動する
など、安全を確保するため、臨機応変な対応をとる必要
があります。

林野火災の出火原因別件数（平成23年中）
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平成24年
台風第15号に伴う災害
(写真提供：与論町役場)


